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小学校・外国語活動 

書くことにつながる力を育む外国語活動の授業づくり 

－ 相手意識を持ってかかわる言語活動の工夫を通して － 

大崎市立古川第五小学校 小野寺 拓 

概 要 

昨年度，校内研究として９年間の学びの連続性を考慮した外国語活動の授業づくりに

取り組んだ成果と課題を受け，今年度の校内研究では，「かかわり合いを重視しながら，

学びの連続性を考えた外国語活動の授業づくり」に取り組んでいる。 

本研究は，校内研究の主題を受け，外国語活動において自分の考えや気持ちを伝え合

う目的や必要感を持った場面を設定し，相手意識を持ってかかわることができる言語活

動を行うことを通し，児童の書くことにつながる力を育む授業づくりを探るものである。 

１ 主題設定の理由 

 近年，グローバル化が進むことで，世界の国々の人や文化との交流が生まれ，多種多様な価値観に

触れる機会が増えている。そのような中では，自分のよさや可能性を認識し他者を尊重しながら，協

働してコミュニケーションを図っていく力が必要となる。これからの国際社会に対応し，相互理解を

図りながら世の中を生きるために，外国語教育の充実やかかわり合う力の育成が必要不可欠であると

考える。

小学校学習指導要領（平成29年３月告示）（以下「新学習指導要領」）で第５学年及び第６学年に新

たに教科として加えられる外国語の目標には，「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え

方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニ

ケーションを図る基礎となる資質・能力を育成する」と示されている。また，第３学年及び第４学年

にも外国語活動が導入されたことにより，小学校の４年間において，自分の考えや気持ちを伝える基

礎的な力を養うことや異文化に対する理解を深めることが大切となってくる。

総則では小学校と中学校の円滑な接続についても明記されている。加えて文部科学省の「今後の英

語教育の改善・充実方策について 報告～グローバル化に対応した英語教育改革の五つの提言～」に

よる調査結果では，外国語活動を経験した中学生の多くが，小学校で「単語や文を読む」「単語や文を

書く」ことをもっとしておきたかったと回答している。また，報告書の中では，学年が上がるにつれ

て，英語の学習意欲が低下することや，小学校での音声中心の学びが中学校での文字学習にうまくつ

ながっていないことなどが指摘されている。本校でも同様に，外国語活動を「楽しい」「分かる」と答

えていた児童も，中学校で「読むこと」「書くこと」が加わったことで，意識が変わってしまうという

課題がある。それは，小学校外国語活動の授業と中学校英語の授業とを円滑につなげる手立てを行っ

てこなかったからと考える。一方で，同報告書によると，「先進的な事例では，小学校低学年，中学年

から外国語活動に取り組む小学校の状況を見ると，小学校高学年で学習意欲が低下する傾向が見られ

る例もある。その場合，高学年に〔読むこと〕及び〔書くこと〕を系統的に指導する教科型の外国語

教育を導入した例では，児童の表現力，理解力が深まるとともに学習意欲の向上が認められる取組も

ある」との調査報告がなされている。このことから，中学校までを見通した系統的な指導の下，「書く

こと」の活動を高学年で取り入れた外国語活動の指導の工夫が必要であると考える。

昨年度，校内研究として９年間の学びの連続性を考慮した外国語活動の授業づくりに取り組んだ。

全学年で英語に関わる活動や授業実践を行ったり，英語を身近に感じられるような環境整備を行った

りしたことで，児童の英語への興味関心を高めることができた。その中で「書くことにつながる力」

に焦点を当て，英語表記に見て触れる活動の工夫を行い，児童のアルファベットに親しむきっかけづ



書くことにつながる力を育む外国語活動の授業づくり 

 

－ ＴＯ 2 － 

くりや英語をもっと知りたいという気持ちを醸成させることができた。今後は，児童の「書きたい」

という思いや「相手に伝えたい」という思いを生み出す，必然性を持った魅力ある言語活動を行うこ

とが重要であると考える。 

以上のことから，外国語活動の授業において，相手意識を持ってかかわる言語活動の工夫を行うこ

とで，書くことにつながる力を育成できると考え，本主題を設定した。 

 

２ 研究目標 

相手意識を持ってかかわる言語活動の工夫を通して，児童の書くことにつながる力を育む外国語活

動の在り方を明らかにする。 

 

３ 研究仮説 

高学年の外国語活動において，次の手立てを講じれば，児童の書くことにつながる力を育むことが

できるであろう。 

(1) 「書くことにつながる力」を育てる授業展開の工夫 

 ① 「書くことにつながる力」を育てる単元の考案 
 ② 相手意識を持ってかかわることができる必要感や必然性がある言語活動の工夫 

 ③ 「書くこと」についてポイントを示した１単位時間の授業展開の工夫  
(2) 英語で書く意欲を高める小中連携授業の工夫 

(3) 英語に慣れ親しませる「イングリッシュブック」の活用 

 

４ 研究の対象と方法 

 

４．１ 研究対象 

 大崎市立古川第五小学校 第６学年  

４．２ 研究方法 

(1) 小学校外国語活動に関する文献研究 

(2) 児童の外国語活動に関する意識調査及びコミュニケーションに関する実態調査と分析 

(3) 「書くことにつながる力」を育てる単元の指導計画，１単位時間の授業展開（言語活動）の作

成と活用 

(4) 英語に慣れ親しませる「イングリッシュブック」の活用 

(5) 模擬授業，実践授業を通しての研究仮説の検証 

(6) 研究のまとめと考察 

 

５ 研究の概要 

 

５．１ 研究主題及び副題について 

５．１．１ 「書くことにつながる力」について  

「書くことにつながる力」とは，音声に十分慣れ親しんだ表現について「文字にするとどうなるの

だろう」「英語で書いてみたい」というような気持ちを高め，実際にアルファベットを書いたり，英語

の語句や表現を書き写したりすることで，中学校の「書くこと」の活動に滑らかにつながる力と捉え

る。 
新学習指導要領では，小学校高学年に外国語が新設され，新たな領域として「書くこと」が加わっ

た。各言語の目標及び内容等の目標（５）「書くこと」では，「ア 大文字，小文字を活字体で書く

ことができるようにする。また，語順を意識しながら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的

な表現を書き写すことができるようにする」「イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を
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参考に，音声でも十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにす

る」の２つの目標が示されている。 

「書く」という行為は，「話す，聞く，読む」という行為よりも，難しさが伴う行為であると言われ

ている。単純な機械的練習では，書くことに抵抗や苦痛を感じる児童が出てきてしまう恐れがある。

そのため，児童に「書けるようになりたい」「書きたい」という思いを持たせたり，書くことが必要と

なる状況を生み出したりする言語活動が重要であると考える。また，そのような思いを持ったとして

も，英語を書くことは必ずしも容易ではないことから，少しでも書くことに安心感を持たせる工夫も

大切だと考える。そこで，これまでの外国語活動で何度も繰り返し触れて「話すこと」「聞くこと」に

十分慣れ親しんできた表現や「読むこと」と関連させた文字を書く活動を行うことで，安心感を与え

られるように工夫していきたい。文字が「書けた」という達成感や書いたことを活用した友達とのや

り取りによって「伝わった」という喜びを味わわせることで，意欲や知的好奇心の喚起を図りたい。

「文字を書きたい，覚えたい」という思いから書いた語句や表現は，児童の言葉として蓄積されるも

のと考える。このような経験を積み重ねることが「書くことにつながる力」に結び付くと捉える。 
単元の中でも特に「書くこと」に慣れ親しませるためにふさわしい題材を中心として，学年間のつ

ながり，各学年の単元構成及び１単位時間を系統性を持たせた内容にすることで，「書くことにつなが

る力」をより育成することができると考える。さらに，小学校と中学校の接続を考え，外国語の学習

において滑らかに学びがつながるように，中学校との連携を図った外国語活動の授業を取り入れてい

きたい。小学校で文字言語に慣れ親しませることで，中学校が目指す書く力の育成へとつなげていき

たいと考える。 
５．１．２「相手意識を持ってかかわる」について 

「相手意識を持ってかかわる」とは，相手の伝えようとしていることを理解しようとしたり，自分

自身のことや自分の思いについて，相手に理解してもらえるように伝えたりすることと捉えた。 
新学習指導要領外国語の目標（３）では，「外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配

慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う」と示されてい

る。コミュニケーションとは，言葉や表情，ジェスチャーなどを使って意思疎通を行うことである。

また，一方向的な行為ではなく，双方向に関わり合う行為であり，自分の情報を伝えるだけでなく，

相手の思いを理解し，相手を思いやる気持ちも身に付ける必要がある。授業を通し，相手意識を持っ

てかかわる場面を作り出しながら，相手の立場に立って考え，行動できる児童や，互いのよさに気付

き，よりよいコミュニケーションの仕方を見付ける児童を育てていきたい。 
これまでの外国語活動の授業を振り返ると，活動のために英語表現に慣れ親しむといった授業が多

く，児童はゲームやアクティビティを楽しむものの，相手の様子や反応をそれほど気にすることなく，

自分の情報を一方的に伝えるといった様子が見られた。本研究では，互いの思いや考えの伝え合いを

楽しむことができる児童を育てたい。相手の様子を見て話し方を工夫したり，相手が思いを持った理

由を考えながら話を聞いたりする児童の姿を目指していきたい。活動の中で，共通の体験や思いがあ

った場合は，相手の思いや考えをより一層深く受け止め，共感的な反応を示しながらかかわろうとする

姿が期待できる。一方，自分と異なる考えや新しい考えに触れる機会も大切にしていき，理由を尋ねる

ようにさせたい。「なぜだろう」と疑問に思うことは相手意識の始まりでもあり，自分と異なる文化や

価値観を認める態度の育成に関わる大切な経験と考える。相手と話したり，聞いたりすることで生まれ

た「興味を持ってくれた」「通じ合えた」という喜びから，「自分の思いを伝えてみたい」という気持

ちを高めていく。そこから，書くことにつながる必要感や必然性のある活動を仕掛け，「書いて伝えた

い」という意欲を持たせたい。 
さらに，相手意識を高めることをねらい，小学校と中学校の関わりのある授業を考えていく。両者

にとって普段のペアやグループの人ではないからこそ，相手を強く意識する機会となると考える。話

し手が発する英語を注意深く聞いて何とか思いを理解しようとしたり，聞き手の様子を見て伝え方を変

えてみようとしたりするといった，相手意識を育てる機会にしたい。 
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５．１．３「言語活動」について 

「言語活動」については，新学習指導要領解説外国語活動・外国語編の中でも，実際に外国語を用い

た言語活動を通して慣れ親しませることや，具体的な課題を設定して指導することと示されており，そ

の重要性が述べられている。 
単元の系統を考え，言語の使用場面やコミュニケーションを行う目的，相手といった条件を工夫し，

英語に慣れ親しませていくことが重要である。言語活動を行う上で，英語表現に出合わせたり，活用さ

せたりする時には，実際の言語使用場面に即して行うことを大切にしていきたい。 
また，児童自身の生活や学校生活に結び付けて言語活動を設定していくことが重要なことから，児童

自身の体験や実感を伴う活動を行い，様々な思いが込められた児童の主体性を生み出す活動を展開して

いきたい。単元全体に関わる言語活動を行う時は，導入において，言語活動のゴールを見せることで単

元の見通しを持たせ，自分の思いを表現するために何が必要となるのか単元全体を通して意識させ，主

体性を持った活動としたい。児童が自分の思いを持って表現したい言葉を使用できるように，教師側で

例となる語句や表現を示していくことも大切にしていく。 
英語使用の自然な場面で友達とかかわり合いながら，たくさん話したり聞いたりすることで，音声指

導から，無理なく文字指導へつながる言語活動を行っていきたい。 
５．２ 実態調査 

５．２．１ 調査のねらい 

小学校外国語活動における児童の実態を知ることで，児童の「書くことにつながる力」を育成す

る研究の方向性と手立ての有効性を考察する。 

５．２．２ 調査対象 

 大崎市立古川第五小学校 第６学年 154 名 

５．２．３ 調査期日 

 平成30年６月下旬及び平成30年11月下旬 

５．２．４ 調査の方法及び内容 

(1) 調査回数  ２回 

(2) 調査方法  質問紙法（選択肢式・記述式）  

５．２．４ 調査結果及び分析（１回目）  

６月に実施した外国語活動の実態調査の結果は次の通りである。 
「他の授業と比べて，外国語活動の授業の時に特に感じたり意識したりすることはありますか（複

数回答可）」という設問に対して，「友達とよくかかわろうとしている」「相手が伝えようとしているこ

とを，よく聞こうとしている」と答えた児童が多くいた（図１）。続いて，「外国語の授業で，友達と

かかわる時に気を付けていることはありますか」という設問に対しては，「笑顔」「うなずき」と答え

た児童が多くいた（図２）。児童は他の授業と比

べて，外国語活動の時には，より相手とかかわ

ろうとしていることが分かった。友達とかかわ

る喜びを味わうことができる学習活動を行うこ

とで，児童は楽しさを感じながら，主体的に学

習に取り組むことができると考える。これまで

の外国語活動で児童が意識してきたことを大切

にしながら，相手意識を持ってかかわることを

更に広げ，深めることが大切であると感じる。 
 「英語を書く学習で，一番興味があるものと，

一番興味が持てないものを選んで理由を書く」

という設問では，一番興味があるものとして「大

文字・小文字のアルファベットを何も見ないで 図１ 他の授業と外国語活動の授業との意識の比較 

他の授業と比べて外国語活動の授業の時に特に感じた

り意識したりすること(n=154) 
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書く」ことを選んだ児童が多かった（図３）。理

由は「書けるようになると楽しい」「まだ覚えて

いないから覚えたい」であった。一方で，一番

興味が持てないものとして多かったのも「大文

字・小文字のアルファベットを何も見ないで書

く」であった。理由は，「まだ分からなくて自信

がないから」「覚えるのが難しいから」というも

のもあれば，「もう書けるから」といった，相反

する理由が見られた。相反する理由は，他の全

ての項目でも見られた。「なぞり」や「書き写し」

に関しては，「安心して取り組める」「覚えやす

い」という理由から興味があると答えている児

童もいれば，「なぞりよりも手本を見て書きたい」

「なぞるのが苦手」「ただなぞるのがつまらない」

という理由から興味を持てないと答える児童が

見られた。「選んで書く」については，興味があ

ると答える児童は，「自分の思いを表現できるか

ら」「自由に選んで書くのは楽しそう」という理

由を挙げていた。しかし，その反面，興味が持

てないと答えた児童は，「伝えることがあまり出

てこない時もあるから」「英語を書くのが難しい

から」という理由を挙げていた。 
今年度より新しく始まった，英語を書くこと

については，児童一人一人異なる思いや技能的

な実態があることから，児童の多様な実態に配

慮して，活動内容やワークシートの様式などを

工夫する必要があると感じる。また，書く活動

をあまり経験していないにも関わらず，苦手意

識を感じていたり，できないという先入観を持

っていたりする児童もいるため，書くことに安

心感や自信を持って取り組み，児童が書きたく

なるような言語活動を設定していきたい。 
５．３． 指導対策 

５．３．１ 「書くことにつながる力」を育てる授業展開の工夫 

(1) 「書くことにつながる力」を育てる単元の考案 

  移行期間の今年度，本校ではこれまでの35時間に15時間を加えた50時間の外国語活動の授業を設

定しており，その15時間は新教材の内容を取り入れることになっている。これまでの「Hi, friends!」

の内容に新教材の内容を加え，単元構成を行った。本研究では，その中で特に「書くことにつなが

る力」を育てるのにふさわしい単元を検討し，可能な限り単元同士に系統性を持たせていく。前の

単元で学習した知識や技能を次の単元でも活用できる内容にすることで，安心感を持たせ英語を書

くことに慣れ親しませていく。単元間の学習に系統性を持たせることで，学ぶ意欲や喜び，学びの

定着を図っていく。 

相手意識を持ってかかわることができる言語活動を単元を通して行い，それを基にして，１単位

時間の中で行う言語活動を効果的に関わらせながら単元構成を行う。児童が見通しを持ち「書きた

い」という思いを持ちながら主体的に学習を進められるように，構成を工夫して指導を行っていく。 

図３ 英語を書く学習の意識調査 

大文字

小文字

39%

なぞり書き

31%

書き写し

14%

選んで書く

16%

英語を書く学習で一番興味が持てない （n=154）

大文字

小文字

29%

なぞり書き

17%
書き写し

28%

選んで書く

26%

英語を書く学習で一番興味がある （n=154）

図２ 外国語活動と友達とのかかわりに関する意識 

外国語活動の授業で友達とかかわる時に気を付けてい

ること(n=154) 
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(2) 相手意識を持ってかかわることができる必要感や必然性がある言語活動の工夫 

  児童が主体的に学習に取り組

み，相手意識を持ってかかわり

ながら英語を使った学習を行う

ために，「出会い」「必要感・

必然性」「内容」の３つの観点

を位置付けて言語活動を構想し

ていく（図４）。 

「出会い」の観点では，児童

の興味関心を喚起させ，学びの

主体性へとつなげていくため

に，単元や授業の初めで行う課

題提示の仕方を工夫していくこ

とを大切に考える。この出会い

では，児童の既存の知識や感覚

との差に気付かせたり，自分に

とって身近なことと捉えること

ができたりするものを取り上げ

ていく。 

「必要感・必然性」の観点で

は，何のために活動を行うのか

といった必要感や英語を使用す

るための必然性がある目的や使

用場面の設定の工夫を大切にし

ていく。「出会い」で引き出す

ことができた児童の興味関心を生かしながら，英語に触れる活動に結び付けていく。活動の中では，

児童が思いを持って選択し，自己決定したものを表現できるように配慮していきたい。 

「内容」の観点では，言語活動のゴールをどのようにするかを考える。「学習プリントで発表す

る」「ポスターを作って掲示する」など表現の形を吟味することや，誰に対して表現するものなの

かを明確にする。 

 ３つの観点で考えた「言語活動」を「相手意識」「書くことにつながる力」と有機的に関わらせ

ることで，児童にとって取り組む意義がある活動となる。さらに，このような言語活動を繰り返し

行っていくことで，「相手意識」や「書くことにつながる力」をより高められると考える。 

(3) 「書くこと」についてのポイントを示した１単位時間の授業の工夫 

 中学校の「書くこと」につなげるための「書くことにつながる力」は，単元を通して育成するこ

とになる。その「書くことにつながる力」を育成するためには，本時の目標を達成させる１単位時

間の指導過程を工夫するとともに，単元の目標と言語材料，言語活動を効果的に関わらせる必要が

ある。その際は，書くことを意識するあまり，単純な作業の繰り返しや過度の負担にならないよう

に配慮しなければならない。児童が意欲を持って書き，次への活動に自信が持てるような取組にす

るために，書く目的や意図を明確にした活動を設定する必要がある。 

① 「書くことにつながる力」を育てることを意識した時間「もじもじタイム」 

  文字を｢書くこと｣に苦手意識や難しさを感じている児童にとって，少しでも親しみを持たせた

いという考えから，書く活動を「もじもじタイム」と名付けた。「もじもじタイム」では，これま

での学習で十分慣れ親しんできた語句や表現を書かせることで，児童に安心感や意欲を持たせる。

さらに，書いたものを活用してアクティビティを行ったり，発表資料として使用したりするとい

図４ 言語活動構想図 

書くことにつながる力 

・音声に十分慣れ親しむ。 

・「文字にするとどうなるのだろう」「書いてみたい」という気持ちなどを持つ。 

・実際にアルファベットを書いたり，英語の語句や文を書き写したりする。 

相手意識 

・自分の思いを伝えたい相手の思いを聞きたいという思いが生じるかかわり。 

・共通体験や価値観の相違を感じるかかわり。 

出会い 
・実体験 

・実生活 

・自分に身近 

・ 既存の知識・ 感

覚との差 

必要感・必然性 
・目的 

・場面，状況 

・自己選択・決定 

・既得の知識 

・既得の経験 

内容 
・いつ 

・どこで 

・誰に 

・何を 

・何で 

 

目指す児童の姿：何ができる，何を考える 

言語材料：語彙，表現，定型文 
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ったつながりを持たせることで，児童にとって書く目的や意味がある活動となるようにする。語

句や文を書く際は，｢自分の気持ちを表現した｣という思いを少しでも持てるようにするために，

児童自身で言葉を選ぶという経験をさせていく。書いたものが次の活動に生かされる経験をする

ことで，児童にとって言葉は意味のあるものとなり，自分の中に言葉が蓄積していくことにつな

がると考える。 

② 児童の実態に合わせたワークシートの工夫 

文字を書くことに慣れていなかったり，書く前から苦手意識があったりするといった，書く意

欲や技術に差がある児童の実態に即して書かせる方法を工夫していく。４線が描いてある範囲や

なぞり書きの量が異なるワークシートなどを用意し選ばせることで，児童の主体的な取組を生み

出していく。ワークシートは児童の実態を考えながら，本時の目標に照らし合わせて，適宜吟味

していく。 

５．３．２ 英語で書く意欲を高める小中連携授業の工夫 

 新学習指導要領において，小学校第３・４学年ではコミュニケーションの「素地」を養い，小学校

第５・６学年では「基礎」を育成することになっている。さらに，中学校第１学年では，小学校第３

学年から第６学年における語，句，基本的な表現などの学習内容を繰り返し指導し，定着を図ること

が示されており，児童にコミュニケーション能力の「基礎」の確かな定着・向上を目指すことが求め

られている。そのため，それぞれの校種の教員が見通しを持って，系統的に指導を行う必要があると

考える。 

本校古川第五小学校と古川南中学校が外国語を通して連携する上で「共有」と「交流」を大切にし

て進めていく。小中連携授業を行うためには，各学校で掲げている卒業までに育成したい児童の姿を

具体的なイメージを持って共有しながら，段階を踏んで進めていけるように計画する。校内研究授業

の機会を活用し，実際の授業を参観するだけではなく，授業づくりの話合いから，参観後の検討会ま

で交流していけるように計画する。学校種が異なる教員同士の教育観も含めた理解を共有しながら，

小中連携の授業につなげていきたい。 

児童と生徒が交流する際は，多様な可能性を見出しながら，協力して進めていく。例えば，児童が

直接中学校に足を運び，中学生にインタビューを行う活動を行ったり，場所が離れたところでのＩＣ

Ｔ機器を使用した授業や手紙，成果物で交流したりするなど，継続した取組を行うことができるよう

にしていく。中学生に答えてもらったインタビューの結果をまとめていく活動で英語を書いたり，英

語で書いた成果物を中学生にも見てもらう機会を設定したりすることで，児童に相手意識や目的意識

を持たせた活動を行うことができると考える。 

５．３．３ 英語に慣れ親しむ「イングリッシュブック」の活用 

 児童が，英語を書くことに楽しさを感じて取り組むきっかけとなり，書くことに慣れ親しむことが

できるようにするために，｢イングリッシュブック｣を作成する。 

作成に当たっては，授業や生活の中で触れた英語の中から，児童が自分で書いておきたいと思った

語句や表現を選んで，書き残していくこととした。児童の興味によって書く量を増やすことができる

ように，ページ数を限定せず，活動に沿って新しくページを増やすことができるようにした。ある程

度のカテゴリーに分けてページを

構成することで，本としてページ

をめくる楽しさを持たせたい。例

えば図５・６のように，「ＡＢＣの

順番で大文字・小文字と自分で選

んだ言葉を書くページ」「ＡＢＣの

順番ではなく自分の興味のあるア

ルファベットを書くページ」「自分

の好きな食べ物に関する言葉を集 図５ イングリッシュブック「アルファベットのページ」例 

大文字・小文字と選んだ言葉 興味のあるアルファベット 
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めたページ」「夏の思い出を書き留

めたページ」のように構成してい

く。授業で使ったワークシートを

貼ったり，文字と共に絵を描いた

りしながら，児童本人が楽しみを

持って取り組めるような活動にし

たい。さらに，英語に関わる本を

学校や市の図書館から借りて教室

に置き，環境を整えたい。 

年間を通して一冊の本を作り上げることで，アルファベットを覚えたり英語を見て書いたりするこ

とへの自信を高めたいと考える。学びの足跡として学習したことの振り返りもでき，自分の成長への

喜びや英語を書くことへの意欲付けを図ることができる活動である。  

５．４ 授業実践と報告 

５．４．１ 「書くことにつながる力」を育てる授業展開の工夫について 

(1) 「書くことにつながる力」を育てる単元の考察 

 単元の中でも特に「書くこと」

が中心となって言語活動を行う

ことができる単元として，Unit

４「I like my town.」を選び，

これまでの学習と次の単元に系

統性を持たせた活動となるよう

に単元構成を考えた。既習事項

の like や have，can などを活用

しながら授業を進めたことで，

児童は「英語が聞き取れる」「英

語が言える」という思いを持って楽しみながら活動している様子がうかがえた。町の施設に関する

新出語句においても，１単位時間の中でオリジナルチャンツやゲームを取り入れ，音声に充分慣れ

親しませることを意識しながら進めた。聞き取ることができたり，話すことができたりする言葉に

ついては，児童は文字を書くことに大きな負担を感じていなかった。次の単元の Lesson４「Turn 

right.」では，「自分で考えた町を案内」するというアクティビティの際に，古川第五小学校の周り

をマップ化したワークシートを使用した。児童は前単元で書き慣れた施設名をなぞって書いたり，

書き写したりしながら，マップを自由に作って完成させる活動に主体的に取り組んでいた。 

(2) 相手意識を持ってかかわることができる必要感や必然性がある言語活動の工夫 

  Unit４「I like my town.」では，古川第五小学校の周りの町について，目的が異なる２つの言語

活動を行うことで，児童の意欲を継続させながら，段階的に英語表現に慣れ親しむことができるよ

うにした。 
１つ目の言語活動の導入では，ＡＬＴの友達が登場し「古五小の町を紹介してほしい」と児童に

お願いする映像を使用した。ＡＬＴの友達に，自分の町のよさを伝えるという目的意識を持たせ，

相手意識の高まりを期待して取り組んだが，映像を流すだけでは，児童の「町を紹介したい」とい

う意欲を高めるまでには至らないと感じた。ＡＬＴの友達が話している内容を丁寧に取り扱うこと

や自分の町のよさを伝えるために，どんな方法があるかを考えさせるなど，子供たちが自ら伝えた

いと思う気持ちを高めさせるような，相手意識の持たせ方を考える必要があった。 
２つ目の言語活動では，自分たちが考える住みよい町について，中学生の英語の授業に使用する

ためにポスターを作成するという目的を設定した。紹介する相手を古川南中学校の２年生にしたこ

とで，明確に相手意識を持たせることができた。ポスター作成に当たっては，町にほしい施設が同

図７ （左）Unit4（右）Lesson4 で児童が書いたワークシート 

図６ イングリッシュブック「好きなものなどの言葉集めページ」例 

食べ物に関わる言葉 夏の思い出 
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じだった児童同士でグループを組ませたことで，互いのアイディアを生かしながら協働で作り上げ

る喜びを味わわせることができた。授業後の振り返りでは「グループのみんなと何を書くかコミュ

ニケーションを取りながら楽しく活動した」「欲しいものが同じでも，なぜ欲しいのか理由は違うの

だなと思った」などの記述から，グループの友達とのかかわりも充実させることができたと考える。 

(3) 「書くこと」についてのポイントを示した１単位時間の授業の工夫 

第一時のＡＬＴの紹介カードの提示を始めとして，授業を行うたびに異なる指導者の紹介カード

を掲示した。「もじもじタイム」でそれらを参考にする児童の姿が見られたことから，書く意欲や安

心感につながったと感じる。指導者の紹介カードを提示する際には，最初にスピーチだけを聞かせ，

その後に紹介カードを示したことで，話し合うように指示を出さなくとも子供たち同士の話合いが

生まれ，音声と文字言語のつながりを意識させることができた。「もじもじタイム」では，書いたこ

とをその後の活動に生かせるように工夫した。書いた物を活用しながらゲームや発表に取り組む児

童の様子から，書く目的や意味を感じることにつながっていたと考える。「自分が伝えたいことが書

けるから楽しい」「書いていると外国の人と話したくなる」という感想が聞かれ，自分の気持ちを表

現することを大切にしながら言葉を選ぶ経験をさせたことで，児童の満足感につながったと考える。

また，「もじもじタイム」では，数種類のワークシートを用意して児童自身に選ばせた。児童全員が

ワークシートに書くことができたことから，書くことに安心感を持たせるために有効であったと考

える。 
一方，提示したワークシートに関して，見ただけでは種類の違いについて分かりにくい部分もあ

ったため，黒板に掲示しながら種類の違いについて確認する必要があった。また，書く活動の時間

を充分確保する必要があると感じた。書く内容が決まっていた場合でも，書き終わるまで時間がか

かる児童や書く内容について準備が足りない児童がいた。45 分の授業時間の中で書く活動をどの程

度確保するか，実践を重ねて検討していきたい。 

５．４．２ 英語で書く意欲を高める小中連携授業の工夫について 
８月に本校と古川南中学校の教員による，小中連携合同教科部会を開いた。外国語科部会において

は，小学校の外国語活動について相互に理解を図り，本校として現在取り組んでいることを確認する

ことができた。小学校での学びを理解した上で，中学校の英語の授業の在り方について，小学校から

継続して取り組んでいけること，中学校でどうレベルアップしていけばよいかということを考えるこ

とができた。また，児童生徒が互いに英語を学ぶ意欲や

身に付けさせたい力の向上につながり，継続可能な交流

授業の可能性を探っていく重要性について話し合った。 

Unit４「I like my town.」の第３時において，古川南

中学校の教員に授業を参観してもらった。その教員に授

業終末で参観した感想を述べてもらうとともに，「仕掛

け」として事前に「本時までの学びを生かして理想の町

について考えてもらい，それを中学校の授業に使わせて

ほしい」ということを依頼しておき，児童に伝えてもら

った。中学校の教員の話を聞く児童の表情や「やってみ

たい」という声からも，児童の意欲を高めることができ

たと考える。 

Unit５「My Summer Vacation.」, Lesson5「Let’s go to 
Italy.」において古川南中学校２年生と本校６年生の交

流活動を実施した。児童が中学２年生に英語で伝え，そ

の感想を聞いたり，中学生はどうかについて話してもら

ったりする活動を行った。児童は話す際にキーワードと

なる言葉を書いた紙を見せることで相手に分かりやすく
図９ ６年生と中学２年生の交流活動の様子 

図８ 古川南中学校の英語科教員によるしかけ 
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なると考え，必要感を持って自分で選んだ語句を英語で書いた。 
５．４．３ 英語に慣れ親しむ「イングリッシュブック」の活用について 

１単元２，３回の頻度で授

業終了前の10分程度の時間を

使って取り組んだ。その際，

学習内容からトピックを提示

した後は，児童の思いを尊重

して書かせることを大切にし

た。英語を書くことに楽しみ

ながら意欲的に取り組む児童

の姿が見られた。授業以外に

も，時間を見付けて自主的に

書く児童も多くいた。 

児童の感想でも，「イングリッシュブックは，それぞれの単元ごとの勉強を振り返ることができるか

らいいと思う」「勉強したことを自分の考えでまとめて書くことは，とても自由で楽しい」「自分で工

夫して書いたり作ったりして楽しく英語が覚えられる」といった，書くことに楽しさを感じている記

述が見られた。また，「友達に聞きながらできるから楽しい」「出来上がったものを友達に見せるのが

楽しみ」というように，作成を通して，友達とのかかわりが生まれることに喜びを感じている児童も

いた。自由に英語を書いたりデザインしたりしながら，学習の成果を書き溜めていく活動が，英語を

書くことへの意欲付けを図ることにつながっていると考える。 
 

６ 研究のまとめ 

 

６．１ 研究の成果 

実践授業終了後の11月に２回目の実態調査を行った。まず，選択式の調査では「どんな活動が楽し

いですか（複数回答可）」という設問では，「書くこと」を選んだ児童は１回目調査の34人から，55人

に増えていた。次に英語を書くことについての自由に記述する調査では，「自分の知っている話すこと

のできる英語を書くのが好き」「習ったことを話すだけではなく，書くことで覚えられるから楽しい」

というように，音声言語に慣れ親しんだ表現を安心して書いている児童の姿が見られた。また「言葉

では表しにくいけれど，書いたりイラストを付けたりして自分を紹介することが楽しい」「自分のこと

を自由に書いて伝えることが楽しい」という記述から，決まった言葉を繰り返し書く練習ではなく，

自分の思いを伝えるために書いたことで，書くことを好意的に感じたと分かる。さらに，「形がとても

おもしろいから書いていると楽しい」「難しいけど書けるとうれしいし，自信が付く」など，書く機会

があることで，学習意欲の向上につながる児童がいることが分かった。 
以上の結果から，相手意識を持ってかかわる言語活動を工夫し，系統性を考えながら，慣れ親しん

できた語句や表現を書かせたことは，児童の書きたいという意欲や書く楽しさを引き出し，安心感を

持たせ，書くことに慣れ親しませることにつながったと考えられる。 
６．２ 今後の課題 

今後の課題は，他の単元でも，児童が必要感や必然性を持って英語を書くことができる言語活動を

考えていくことである。そのために，伝える相手をどのような相手にするのかということだけではな

く，「相手に書いて伝えたい」という思いをどのようにして膨らませ，より高めていくことができるか

について考える必要がある。今回実施した単元についても，児童の「書くことにつながる力」や相手

意識を，より育てることができるように改善していきたい。また，今回の小中連携の取組では，児童

の練習成果や作成した作品を中学２年生に直接話したり見てもらったりしたものの，多様な取組とは

言い難い面があった。今後は，互いがやり取りを行うことができる題材の設定や ICT の活用を工夫し

図 10 児童が書いたイングリッシュブックの一例 
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ながら，交流の幅や機会を広げ，長く継続できる取組を探っていく必要がある。モデルとして小中連

携の取組を行った学級においては，「書くこと」への意欲や慣れ親しみに関して成果があったことから，

どの学級でも取り組むことができるかかわり方や活動の方法を探っていきたい。さらに，今年度は，

児童が初めて「書くこと」に取り組んでいるという実態から，児童の「書くこと」に関する変容を数

値として表すことができなかった。児童の変容については，来年度以降の実践を通して更に分析検証

していきたい。 
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図表等の許諾について 

図１～図３は，児童の実態調査結果の一覧，図８と図９は，実践授業の中での児童の様子の写真，図７と図10は，

実践授業の中で児童が記入したワークシートの一部である。所属校校長と相談の上，「氏名は掲載しない」との条

件で資料を活用することとし，児童の保護者にその趣旨を説明した上で許諾を得た。  


